
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 思 川 開 発 事 業 （南 摩 ダム）は、国 の事 業 とし

て 昭 和 ３ ９年 か ら 進 め ら れ て き ま し た が 、 起 業

者 であります 水 資 源 機 構 やダムの水 を利 用 さ

れる 埼 玉 県 ・ 千 葉 県 ・ 茨 城 県 、そ して 栃 木 県

の ご 支 援 等 によ り ま し て 、 大 方 の 水 没 世 帯 の

方 々 が 新 た な 移 転 地 に お い て 生 活 を 行 っ て

おり感 謝 申 しあげます。 

 ご承 知 のように、南 摩 ダムは国 による公 共 事

業 の見 直 しの中 で今 市 市 の 大 谷 川 から取 水

を 断 念 し た 経 過 が あ り ま す が 、 当 時 は 市 と 水

没 者 の 方 で 見 直 し に 対 す る 対 応 策 に つ い て

協 議 を 行 い 、 水 没 者 の 代 表 者 が ダ ム の 水 を

利 用 す る 県 や 市 町 を 訪 問 し 、 建 設 に 対 す る

お 願 い な ど を 行 っ て き た こ と を 想 い 出 し ま す 。

「 よ く 、 こ こ ま で 進 め ら れ て き た な あ 。 」 と い う 気

持 ちで一 杯 です。 

 本 市 と い た し ま し て も 、 水 没 世 帯 の 生 活 再

建 を最 優 先 課 題 として取 り組 んできましたの  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
で安 堵 しています。 

  このような状 況 下 でありますが、南 摩 ダムは

本 市 を 流 れ て い る 大 芦 川 や 黒 川 か ら 取 水 を

行 い 、 ダ ム に 水 を 貯 め る 計 画 と な っ て い る こ と

から取 水 導 水 地 域 の対 応 も重 要 でありますの

で、今 後 は、重 点 課 題 として取 り組 んでいきた

いと考 えています。  
 また、ダムの早 期 完 成 は、これまでの水 没 者

に対 する労 苦 に報 いる ものであり、 更 には、利

水 県 等 からの支 援 に 対 する感 謝 の表 れとなり

ますの で、 起 業 者 及 び 栃 木 県 や 本 市 が 連 携

を 充 分 図 り な が ら 進 め て い く 必 要 が あ る と 認

識 しています。 

 なお、利 水 県 等 におかれましてもダムの早 期

完 成 に向 けて、ご支 援 とご 協 力 を賜 りますよう

お願 い申 しあげます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク   2005年 4月 20日 第 15号 
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　その⑩

　カジカ（カサゴ目カジカ科）
　Cottus　pollux
　
　カジカは底生性の魚類で、一生を川で生活
するタイプと一度海に流下してまた川に戻っ
てくるタイプの２タイプに分類されることが
知られています。南摩で見られるカジカは一
生を川で生活するタイプで、このタイプのカ
ジカは、川の上流部に生息し水温が低く水の
澄んだ瀬の礫底を好みます。南摩でも南摩川
の上流部や南摩川の支川で生息が確認されて
います。
　食性は肉食性で、主に石の表面等にいる付
着性の水生昆虫などをとって食べます。
産卵期は、東日本では３月下旬～６月上旬頃
で、オスが河床の大型の石の下の空所に縄張
りを張り、メスは石の下面に卵を産み付けま
す。また、オスは卵が孵化するまでその場を
離れず、卵を守るという習性をもっていま
す。

写真　南摩で確認されたカジカ



 
 
 こ の た び 東 大 芦 地 区 と 加 蘇 地 区 に お い て

思 川 開 発 事 業 に 関 す る 説 明 会 を 開 催 いた し

ました。  

 東 大 芦 地 区 につきましては、栃 木 県 が計 画

し て お り ま し た 東 大 芦 川 ダ ム 中 止 に 伴 う 代 替

え案 について、栃 木 県 と鹿 沼 市 との間 で合 意

さ れ た こ と を 受 け て 、 こ の ３ 月 １ ４ 日 に 東 大 芦

地 区 全 体 を 対 象 と し て 、 ま た 、 ３月 １６ 日 に は

取 水 ・ 放 流 工 の 建 設 予 定 地 点 で あ り ま す 引

田 地 区 を 対 象 と し て 説 明 会 を 開 催 し 、 思 川

開 発 事 業 の 概 要 、 取 水 や 補 給 水 の 方 法 等

について説 明 させて頂 きました。  

 ま た 、 加 蘇 地 区 は 、 導 水 路 ト ン ネ ル が 通 過

する地 域 でありますが、今 回 導 水 路 トンネルの

ルートを 選 定 しま したの で、その 内 容 に ついて

説 明 させて頂 きました。  

  また、 今 回 の説 明 会 の中 で用 地 等 の調 査

については東 大 芦 地 区 、加 蘇 地 区 とも進 めさ

せて頂 くことで了 解 を頂 きました。  

 今 回 の 説 明 会 で は 、 そ れ ぞ れ の 地 域 の 皆

様 から活 発 なご意 見 、ご質 問 を頂 きました。  

  今 後 は、思 川 開 発 事 業 に対 して地 域 の皆

様 が持 たれている不 安 やご心 配 に対 し安 心 し

て 頂 け る よ う 今 回 の よ う な 説 明 会 等 を 開 催 し

ていくことで、皆 様 のご理 解 、ご 協 力 をお願 い

して参 ります。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 昨 年 12 月 から南 摩 ダム建 設 予 定 地 付 近 よ

り県 道 下 流 に位 置 する上 南 摩 小 学 校 の間 で

用 地 調 査 及 び 地 形 等 を 計 測 す る 技 術 調 査

を実 施 しました。 

 こ の 調 査 は 、 南 摩 ダ ム 本 体 付 近 の 用 地 取

得 や工 事 に必 要 となる工 事 用 道 路 等 の仮 設

備 の 位 置 等 の 計 画 検 討 を 行 う ために 欠 くこと

のできない調 査 です。 

 今 後 、この調 査 を元 にして 所 有 者 や地 域 の

方 々 と の 協 議 調 整 を 行 い 、 ダ ム 本 体 及 び 下

流 側 周 辺 の全 体 計 画 を策 定 して行 くことにな

ります。 

 南 摩 ダ ム 完 成 後 の 直 下 の 基 本 的 な 形 状 を

決 定 する重 要 なものとなりますので、完 成 後 の

イメ ージを 描 き ながら 策 定 する 事 が 必 要 とな り

ます。  
 また、詳 細 な測 量 調 査 も今 後 必 要 になると

思 われますので、 所 有 者 、 地 域 の方 々のご 協

議 し な が ら 進 め て 行 く所 存 です の でご 協 力 を

お願 い致 します。  
 

 

 

 

 黒 川 取 水 ・ 放 流 工 は 、 黒 川 から 水 を 取 水 し 、

南 摩 ダムまで導 水 を行 う導 水 路 の入 口 にあた

る 重 要 な 施 設 で す 。 黒 川 取 水 ・ 放 流 工 調 査

用 資 材 置 場 造 成 工 事 は 、 昨 年 末 に 鹿 沼 市

板 荷 地 区 （板 荷 ９区 ）の黒 川 取 水 ・放 流 工 予

定 地 点 に 今 後 の 調 査 等 に 必 要 な 資 材 や 車

両 を置 くためのスペースを造 成 する工 事 です。

工 事 で は 主 に 盛 土 に よ る 平 場 造 成 を 行 い 、

約 300m2 の平 地 が誕 生 しました。途 中 雪 によ

る 影 響 で工 事 の 完 成 が 危 ぶ ま れ ま し た が 、 無

事 工 期 内 に完 成 することができました。今 後 は、

今 回 造 成 し た 平 場 か ら 取 水 ・ 導 水 路 建 設 予

定 地 に 向 け て 、 調 査 用 の 進 入 路 の 工 事 を 行

い 、 そ の 後 は 地 質 調 査 を 行 う と と も に 施 設 設

計 を進 めていく予 定 です。 
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資材置場完成状況  

ダムサイト下流（室瀬・昭和地区）で
調査着手！

東大芦及び加蘇地区事業説明会を開催

黒川取水・放流工調査用資材置場造
成工事について

　毎年早春にかけて、南摩ダム水没地へ新緑を求めて行楽
に訪れる方が見受けられます。しかしながら行楽に乗じて、
不燃、大型家電ゴミ等や、このシーズン特に多い食べ物ゴ
ミ・空きカン・空きビン等の不法な投棄や私有地へのむや
みな進入、盗取をされる方が後を絶たず困っています。 「南
摩ダムの景色や放流される水はとてもきれいだ」と誇れるダ
ム造りは皆様と共に抱く大きな目標と考えていますので、皆
様方のご理解・ご協力をお願い致します。
　なお、南摩ダム水没地内の進入出来ない場所にはロープ
等を設置しましたが、設置していない場所においてもむやみ
な進入は控えていただきますよう併せてお願いします。
　また、毎年お問い合わせの多い、公衆用トイレ等は南摩ダ
ム水没地内周辺共一切ございませんので、ご了承下さい。


